
　
大
学
卒
業
後
、
大
半
の
学
生
は
社
会

に
出
て
働
く
が
、
大
学
教
育
で
は
企
業

か
ら
求
め
ら
れ
る
力
の
育
成
に
ど
れ
だ

け
応
え
ら
れ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。

　
初
め
に
企
業
が
新
卒
者
に
求
め
る
能

力
を
見
て
い
こ
う
。
経
済
同
友
会
の
調

査
に
よ
る
と
、「
新
卒
採
用
者
選
考
の
際
、

特
に
重
視
し
て
い
る
能
力
」
の
上
位
三

つ
は
「
熱
意
・
意
欲
」「
行
動
力
・
実
行
力
」

「
協
調
性
」
で
あ
る
（
図
１
）。

　
日
本
経
済
団
体
連
合
会
（
経
団
連
）

の
調
査
で
も
、「
大
学
生
の
採
用
に
あ

た
っ
て
重
視
す
る
素
質
・
態
度
、
知
識
・

能
力
」
に
は
「
主
体
性
」「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
」「
実
行
力
」
な
ど
の
項
目

が
上
位
を
占
め
る
（
図
２
）。
同
調
査
に

お
け
る
「
文
科
系
、
技
術
系
・
理
系
大

学
生
に
期
待
す
る
も
の
」
で
は
、「
論
理

的
思
考
力
や
課
題
解
決
能
力
を
身
に
つ

け
る
」「
チ
ー
ム
を
組
ん
で
特
定
の
課
題

に
取
り
組
む
経
験
」
な
ど
に
回
答
が
集

ま
っ
た
。
更
に
、「
大
学
が
取
り
組
み
を

強
化
す
べ
き
も
の
」
を
見
る
と
、「
教
育

方
法
の
改
善
（
双
方
向
型
、
学
生
参
加

型
、
体
験
活
動
を
含
む
多
様
な
授
業
の

実
施
）」
が
最
も
多
か
っ
た
。

　
以
上
の
調
査
結
果
を
ま
と
め
る
と
、

社
会
で
活
躍
す
る
た
め
に
は
、
主
体
性

や
実
行
力
と
い
っ
た
「
個
」
の
資
質
や

能
力
だ
け
で
は
な
く
、「
チ
ー
ム
」
の
一

員
と
し
て
貢
献
す
る
た
め
の
協
調
性
や

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
、
バ
ラ
ン

ス
感
覚
な
ど
が
必
要
と
い
え
る
。
そ
し

て
、
大
学
に
は
そ
れ
ら
の
資
質
を
備
え

た
人
材
を
育
成
す
る
た
め
の
教
育
改
善

が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
読
み
取
れ

る
。

　
こ
う
し
た
社
会
的
要
請
に
応
え
る
学

習
活
動
の
一
つ
と
し
て
、
２
０
１
０
年

９
月
号
の
当
コ
ー
ナ
ー
で
は
Ｐ
Ｂ
Ｌ

（Project Based Learning

　課
題
解
決

型
授
業
）
を
取
り
入
れ
た
二
つ
の
大
学

を
紹
介
し
た
。
チ
ー
ム
で
課
題
の
発
見

と
解
決
に
取
り
組
み
、
専
門
教
育
の
内

容
を
身
に
付
け
る
だ
け
で
な
く
、
主
体

性
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
な
ど

の
涵
養
を
目
的
と
す
る
授
業
形
態
だ
。

　
体
験
型
授
業
は
、
と
も
す
れ
ば
「
体

験
で
き
て
楽
し
か
っ
た
」
と
い
う
感
想

だ
け
で
終
わ
っ
て
し
ま
い
、
意
図
す
る

力
が
身
に
付
い
て
い
な
い
ケ
ー
ス
も
あ

る
。
学
生
の
意
欲
だ
け
で
な
く
専
門
性

も
高
め
る
た
め
に
、
体
験
内
容
と
学
部

教
育
の
専
門
性
を
ど
の
よ
う
に
結
び
付

け
て
行
っ
て
い
る
の
か
。
更
に
二
つ
の

事
例
を
紹
介
す
る
。

企
業
で
は
個
の
能
力
と
同
様
に

組
織
に
貢
献
す
る
能
力
も
重
視

大学選択
　新たな視点

学生が伸びる学び方

２
０
１
０
年
度
に
当
コ
ー
ナ
ー
で
紹
介
し
た
大
学
の
多
く
は
、
学
生
の
意
欲
を
高
め
、
能
動
的
な
姿
勢
を
育
て
る
こ
と
に

主
眼
を
置
い
て
い
た
。
今
号
で
は
、
Ｐ
Ｂ
Ｌ
（
課
題
解
決
型
授
業
）
と
専
門
科
目
を
連
携
さ
せ
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
つ
く
り
、

実
践
と
専
門
性
を
結
び
付
け
て
学
習
効
果
を
上
げ
て
い
る
取
り
組
み
に
注
目
す
る
。

体
験
型
と
専
門
教
育
を
連
携
し

学
習
効
果
を
更
に
高
め
る

今
号
の
視
点
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◎
課
題
意
識
と
狙
い

　
大
学
で
は
、
多
く
の
場
合
Ｐ
Ｂ
Ｌ
を
集

団
で
行
い
、
社
会
に
求
め
ら
れ
る
力
を
育

成
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
企
業
で
は
、
組

織
で
意
思
決
定
し
た
こ
と
を
、
皆
で
協
力

し
て
成
し
遂
げ
て
い
く
か
ら
だ
。
企
業

と
同
様
の
「
組
織
の
意
思
決
定
プ
ロ
セ

ス
」
を
学
習
さ
せ
よ
う
と
、
１
年
次
か
ら

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
取
り
入
れ
て
い
る
の

は
、
産
業
能
率
大
経
営
学
部
だ
。
松
尾
尚

教
授
は
そ
の
狙
い
を
次
の
よ
う
に
話
す
。

　「
企
業
で
は
組
織
で
の
意
思
決
定
が
重

視
さ
れ
、
個
人
で
物
事
を
判
断
す
る
場
面

は
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。
１
年
次
か
ら
グ

ル
ー
プ
で
問
題
解
決
を
行
う
経
験
を
繰
り

返
さ
せ
、
組
織
の
一
員
と
し
て
の
思
考
や

態
度
を
育
成
し
よ
う
と
考
え
て
い
ま
す
」

◎
取
り
組
み
内
容

　
同
大
で
は
、
社
会
で
通
用
す
る
知
識
・

技
能
、
問
題
解
決
力
を
備
え
た
即
戦
力
の

育
成
を
目
指
し
、
４
年
間
を
通
じ
て
ア
ク

テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
（
Ａ
Ｌ
、
能
動
的
学

習
・
参
加
型
学
習
）
を
行
う
。
し
か
し
、

Ａ
Ｌ
（
実
践
）
に
偏
り
過
ぎ
る
と
、
座
学

（
理
論
）
が
お
ろ
そ
か
に
な
る
。
そ
こ
で
、

４
年
間
を
通
し
て
理
論
と
実
践
を
行
き
来

す
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
作
成
し
た
。

　
３
、４
年
次
に
履
修
す
る
「
ユ
ニ
ッ
ト

専
門
科
目
」
を
例
に
挙
げ
て
説
明
す
る
。

こ
れ
は
五
つ
の
体
験
型
科
目
か
ら
一
つ

を
選
ぶ
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
こ
の
う
ち
の

「
シ
ョ
ッ
プ
ビ
ジ
ネ
ス
ユ
ニ
ッ
ト
」
で
は

前
期
に
理
論
を
学
ぶ
「
シ
ョ
ッ
プ
ビ
ジ
ネ

ス
講
座
」
と
、
Ａ
Ｌ
主
体
の
「
フ
ィ
ー
ル

ド
リ
サ
ー
チ
」
の
２
科
目
を
学
ぶ
（
図

３
）。
店
舗
調
査
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
ん
だ

後
（
理
論
）、
グ
ル
ー
プ
で
店
舗
を
調
査

し
（
Ａ
Ｌ
）、
次
に
店
舗
分
析
の
手
法
を

学
び
（
理
論
）、
調
査
済
み
の
店
舗
を
分

析
す
る
（
Ａ
Ｌ
）
と
い
う
流
れ
で
、
理
論

と
実
践
が
関
連
し
な
が
ら
進
む
。
後
期
も

同
じ
学
習
形
態
と
し
、
最
終
的
に
グ
ル
ー

プ
で
経
営
計
画
書
を
ま
と
め
、
授
業
中
に

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
す
る
。「
シ
ョ
ッ

プ
ビ
ジ
ネ
ス
ユ
ニ
ッ
ト
」
を
履
修
し
た
３

年
の
落
合
真
純
さ
ん
は
次
の
よ
う
に
話
す
。

　「『
男
性
が
１
人
で
入
り
や
す
い
カ

フ
ェ
』
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
実
在
す
る
店

舗
を
研
究
し
な
が
ら
、
立
地
や
レ
イ
ア
ウ

ト
、
損
益
計
算
や
コ
ス
ト
管
理
な
ど
を
記

載
し
た
詳
細
な
経
営
計
画
書
を
作
り
ま
し

た
。
計
画
書
の
数
値
を
精
緻
な
も
の
に
す

る
の
は
大
変
で
し
た
が
、
授
業
を
通
し
て

『
経
営
』
を
よ
り
実
感
で
き
ま
し
た
」

　
同
大
で
は
こ
う
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に

キ
ャ
リ
ア
教
育
も
組
み
込
ん
で
い
る
。
２

年
次
の
「
キ
ャ
リ
ア
設
計
と
自
己
開
発
」

で
は
、
自
分
の
性
格
や
将
来
像
を
グ
ル
ー

プ
で
話
し
合
い
、
発
表
す
る
。
専
門
教
育

や
Ａ
Ｌ
を
通
し
て
出
て
き
た
関
心
や
、
本

＊16項目から大学卒について３つ選択。上位５項目。有効回答数２１２社

出典／経済同友会「企業の採用と教育に関するアンケート調査」（2010年調査）
調査期間は2010年１０～１１月、調査対象は経済同友会会員所属企業

図１ 新卒採用者選考の際、特に重視している能力（大学卒）

＊非常に重視＝５、重視
＝４、普通で良い＝３、余
り重視しない＝２、重視し
ない＝１で計算。４ポイント
以上の項目を掲載。有効
回答数５９４社

出典／日本経済団体連
合会「産業界の求める人
材像と大学教育への期待
に関するアンケート結果」

調査期間は2010年9～
11月、 調査対象は日本
経済団体連合会会員企
業、ほか地方別経済団体
加盟企業

図２ 大学生の採用にあたって重視する素質・態度、知識・能力
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「ショップビジネス講座」と「フィールドリサーチ」は、それぞれの活動内容が同期・連動
しながら進み、最終目標である「出店のためのコンセプト案」を完成させる

＊大学の資料を基に編集部で作成

図３ 理論とＡＬ（実践）が補完し合うカリキュラム
「ショップビジネスユニット」の３年次前期の例

科目名

ショップ
ビジネス講座

フィールド
リサーチ

店舗調査の
ノウハウ
を学ぶ

成功ショップ
研究の手法
を学ぶ

出店のための
必要条件
を学ぶ

出
店
の
た
め
の

最
終
コ
ン
セ
プ
ト
案
の

発
表
と
評
価

店舗を調査 店舗調査の
結果を分析

仮想ショップ
出店計画
を策定

授業の流れ

理論

ＡＬ

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
通
し
て

「
組
織
の
意
思
決
定
」
を
体
験

産
業
能
率
大
経
営
学
部

「
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
」
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人
の
強
み
な
ど
を
進
路
指
導
に
も
生
か

す
。
３
年
次
以
降
の
ゼ
ミ
は
「
進
路
支
援

ゼ
ミ
」
と
位
置
付
け
る
。
ゼ
ミ
担
当
の
教

員
だ
け
で
な
く
、
キ
ャ
リ
ア
支
援
セ
ン

タ
ー
の
職
員
が
一
人
ず
つ
ゼ
ミ
を
受
け
持

ち
、
学
生
の
自
己
分
析
な
ど
を
支
援
し
て

い
る
。

◎
成
果
と
課
題

　
同
学
部
が
重
視
す
る
Ａ
Ｌ
は
、
教
員
は

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
で
、
学
生
自
身
で
答

え
を
出
す
学
習
だ
。「
情
報
が
不
十
分
で

も
自
分
た
ち
で
考
え
、
解
決
策
を
出
そ
う

と
す
る
学
生
が
増
え
ま
し
た
。
こ
れ
は
ビ

ジ
ネ
ス
に
お
い
て
も
重
要
な
姿
勢
で
す
」

と
松
尾
教
授
は
評
価
す
る
。
Ａ
Ｌ
は
、
学

生
自
身
が
座
学
と
上
手
に
結
び
付
け
ら
れ

れ
ば
、
高
い
学
習
効
果
が
期
待
で
き
る
。

た
だ
、
実
践
的
で
あ
る
が
故
に
、
Ａ
Ｌ
だ

け
で
満
足
し
、
知
識
の
定
着
や
学
習
が
深

ま
ら
な
い
場
合
も
あ
る
の
が
課
題
だ
。

◎
課
題
意
識
と
狙
い

　
学
部
が
扱
う
専
門
分
野
で
必
要
と
な
る

実
践
力
を
付
け
る
た
め
に
Ｐ
Ｂ
Ｌ
を
取
り

入
れ
る
大
学
も
あ
る
。
専
修
大
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
情
報
学
部
は
、
３
年
次
の
「
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
を
４
年
間
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

の
軸
に
据
え
る
。
数
人
か
ら
十
数
人
が
１

チ
ー
ム
と
な
り
、
１
、２
年
次
で
学
ん
だ

情
報
技
術
や
知
識
を
活
用
し
て
一
つ
の

テ
ー
マ
を
追
究
す
る
必
修
科
目
だ
。
09
年

度
の
テ
ー
マ
に
は
、「
一
人
暮
ら
し
の
大

学
生
の
孤
食
と
食
品
廃
棄
を
減
ら
す
支
援

シ
ス
テ
ム
の
開
発
」「
す
べ
て
の
お
金
が

電
子
化
さ
れ
た
社
会
で
の
買
い
物
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
」
な
ど
が
あ
っ
た
。
小
林
隆

教
授
は
、「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
狙
い
を

次
の
よ
う
に
話
す
。

　「
進
化
が
著
し
い
情
報
分
野
で
は
、
大

学
で
学
ん
だ
知
識
は
10
年
と
持
ち
ま
せ

ん
。
だ
か
ら
こ
そ
、
自
ら
課
題
を
発
見
し

て
解
決
し
、
新
た
な
価
値
を
生
み
出
せ
る

人
材
を
育
て
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

科
目
は
、
チ
ー
ム
で
課
題
発
見
か
ら
解
決

ま
で
に
取
り
組
み
、
問
題
解
決
力
は
も
ち

ろ
ん
、
協
調
性
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
な
ど
を
育
成
し
て
い
き
ま
す
」

◎
取
り
組
み
内
容

　「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
、
２
年
次
後
期

に
学
部
内
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
で
研
究
テ
ー
マ
に
賛
同
す
る
学
生

集
め
か
ら
始
ま
る
。
同
時
に
、
学
生
は
担

当
と
な
る
教
員
を
探
す
。
研
究
テ
ー
マ
を

説
明
し
解
決
の
意
義
が
あ
る
と
認
め
ら
れ

な
け
れ
ば
担
当
教
員
が
付
か
ず
、
そ
の

テ
ー
マ
は
ボ
ツ
と
な
る
。
こ
う
し
た
過
程

を
経
て
約
20
テ
ー
マ
に
絞
り
込
ま
れ
た

後
、
３
年
次
前
期
か
ら
研
究
が
始
ま
る
。

　
学
生
が
最
初
に
産
み
の
苦
し
み
を
感
じ

る
の
は
、企
画
書
作
り
だ
。
小
林
教
授
は
、

「
作
る
物
が
決
ま
っ
て
い
れ
ば
、
知
識
と

技
術
を
駆
使
し
て
解
決
で
き
ま
す
。
と
こ

ろ
が
、
企
業
で
は
そ
れ
以
前
に
問
題
を
発

見
し
、
い
か
に
ユ
ー
ザ
ー
の
ニ
ー
ズ
を
満

た
す
か
を
考
え
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
自

分
た
ち
で
目
標
を
設
定
す
る
過
程
を
体
験

し
て
こ
そ
、『
ユ
ー
ザ
ー
』
か
ら
『
作
り
手
』

へ
と
意
識
が
変
わ
り
、
問
題
解
決
力
が
育

つ
の
で
す
」
と
説
明
す
る
。

　
一
つ
の
目
標
の
下
に
集
ま
っ
た
仲
間
と

は
い
え
熱
意
に
は
差
が
あ
り
、
チ
ー
ム
を

一
つ
に
ま
と
め
て
１
年
間
、
計
画
的
に
作

業
を
進
め
る
の
は
容
易
で
は
な
い
。
３
年

の
本
間
小
百
合
さ
ん
は
こ
う
振
り
返
る
。

　「
チ
ー
ム
を
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分

け
、
私
は
そ
の
一
つ
の
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
を

し
て
い
ま
し
た
。
最
初
は
メ
ン
バ
ー
に

ど
う
働
き
掛
け
れ
ば
よ
い
の
か
分
か
ら

ず
、
作
業
が
な
か
な
か
進
ま
ず
に
悩
み
ま

し
た
。
ま
ず
は
自
分
の
考
え
を
伝
え
な
け

れ
ば
道
が
開
け
な
い
こ
と
に
気
付
い
て
か

ら
、
状
況
が
改
善
し
て
い
き
ま
し
た
」

　
小
林
教
授
は
、「
日
頃
と
は
異
な
る
人

間
関
係
の
中
で
苦
労
す
る
こ
と
に
よ
り
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
や
粘
り
強
さ

が
身
に
付
く
上
に
、『
仕
事
は
こ
う
い
う

も
の
な
の
か
』
と
実
感
で
き
ま
す
」
と
話

す
。
学
生
の
感
想
か
ら
は
、
苦
労
を
通
じ

た
成
長
の
様
子
が
う
か
が
え
る
（
図
４
）。

　
12
月
に
学
内
外
を
対
象
と
し
た
発
表
会

で
成
果
を
報
告
す
る
と
共
に
、
全
チ
ー
ム

分
を
ま
と
め
た
冊
子
を
発
行
す
る
。

◎
成
果
と
課
題

　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
情
報
学
部
は
、
他
学
部

に
比
べ
て
就
職
率
が
高
く
、「
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
を
中
心
に
据
え
た
同
学
部
の
教
育

の
成
果
が
現
れ
て
い
る
。
本
間
さ
ん
は
、

「
最
初
は
漠
然
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
興
味
が
あ
り

課
題
を
発
見
し
、
ユ
ー
ザ
ー
の

ニ
ー
ズ
を
満
た
す
企
画
を
立
案

専
修
大
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
情
報
学
部

「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

　１年間の「プロジェクト」から多くのことを学
んだ。苦痛に感じることも多かったが、実社会、
企業で行うものに比べたらかなり重みは軽減さ
れていると思う。
　会社でいえば、「同僚」に当たる役割のプ
ロジェクトメンバー、「上司」に当たる役割の
先生、それぞれの立場の人がどう動いてどうい
うコミュニケーションを取れば円滑に物事を進め
られるかが、今回学んだ中で一番重要なことだ
と感じた。いくつかの賞をもらい、達成感も味
わえ、感慨深いものがある。最後に、１年間
共に汗を流したメンバー、先生に感謝したい。

＊大学の資料を基に編集・作成

図４ 「プロジェクト」を体験した学生の感想
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入
学
し
ま
し
た
が
、
人
と
か
か
わ
り
な
が

ら
自
分
も
成
長
で
き
る
楽
し
さ
を
知
り
、

人
を
動
か
す
よ
う
な
仕
事
に
就
き
た
い
と

思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」
と
話
す
。

　
苦
労
と
表
裏
の
関
係
に
あ
る
、
や
り
遂

げ
た
時
の
達
成
感
は
、
将
来
へ
の
意
欲
に

も
つ
な
が
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

　

　
今
号
で
紹
介
し
た
２
大
学
共
、
個
々
の

学
生
の
能
力
・
態
度
を
育
て
る
だ
け
で
は

な
く
、
組
織
内
で
の
意
思
決
定
の
体
験
や

役
割
意
識
の
向
上
を
目
指
し
て
い
る
。
冒

頭
で
述
べ
た
よ
う
な
社
会
的
ニ
ー
ズ
に
合

致
す
る
人
材
の
育
成
を
意
識
し
て
い
る
こ

と
が
う
か
が
え
る
。

　
実
践
的
な
課
題
を
扱
う
Ｐ
Ｂ
Ｌ
は
、
従

来
型
の
一
斉
授
業
に
比
べ
て
指
導
に
手
が

か
か
る
。
そ
の
た
め
、
学
生
数
と
教
員
数

の
バ
ラ
ン
ス
、
個
々
の
学
生
へ
の
支
援
体

制
、
ま
た
学
習
の
成
果
物
や
就
職
状
況
と

い
っ
た
実
績
な
ど
か
ら
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

充
実
度
を
確
認
す
べ
き
だ
ろ
う
。

　
Ｐ
Ｂ
Ｌ
が
必
修
科
目
の
場
合
、
参
加
す

る
学
生
の
意
欲
に
ば
ら
つ
き
が
生
じ
る
こ

と
は
避
け
ら
れ
な
い
。
単
な
る
「
体
験
」

で
終
わ
っ
て
し
ま
い
、「
楽
し
か
っ
た
」

と
い
っ
た
感
想
し
か
残
ら
な
い
学
生
が
少

な
く
な
い
の
は
、
Ｐ
Ｂ
Ｌ
を
導
入
す
る
大

学
の
共
通
の
課
題
だ
。
い
か
に
専
門
科
目

と
連
携
さ
せ
て
相
乗
効
果
を
生
み
出
す
か

は
、
各
大
学
の
Ｐ
Ｂ
Ｌ
の
特
徴
が
最
も
表

れ
や
す
い
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。
デ
ィ
プ
ロ

マ
ポ
リ
シ
ー
と
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
の
整
合

性
に
加
え
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
中
で
他
の

科
目
や
前
後
の
学
年
の
学
び
と
、
ど
の
よ

う
に
連
動
し
て
い
る
か
を
十
分
に
チ
ェ
ッ

ク
し
た
い
。
同
様
に
、
Ｐ
Ｂ
Ｌ
の
学
び
が

学
生
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
ど
の
よ
う
に
つ

な
が
る
か
を
確
認
す
る
こ
と
で
も
、
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
充
実
度
が
見
え
る
だ
ろ
う
。

　
大
学
関
係
者
が
高
校
に
訪
問
し
た
際
、

ま
た
生
徒
が
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
に
出

向
い
た
時
な
ど
に
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
良

い
面
だ
け
で
は
な
く
、
連
動
性
や
成
長
が

期
待
で
き
る
面
な
ど
、
全
体
像
を
理
解
す

る
た
め
の
質
問
を
す
る
こ
と
が
、
納
得
の

い
く
大
学
選
択
に
つ
な
が
る
は
ず
だ
。

専
門
学
習
と
の
関
係
を
つ
か
み

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
充
実
度
を
確
認

進
路
指
導
に
生
か
す

　
高
校
時
代
か
ら
カ
フ
ェ
を
開
く
の
が
夢
で
、

高
校
卒
業
後
の
進
路
に
は
調
理
の
専
門
学
校

へ
の
進
学
も
選
択
肢
に
あ
り
ま
し
た
。
考
え

抜
い
た
末
、ま
ず
は「
経
営
に
つ
い
て
学
ぼ
う
」

と
思
い
、
こ
の
学
部
を
選
び
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
入
学
し
て
す
ぐ
に
感
じ
た
の
は
、

「
自
分
の
考
え
は
甘
か
っ
た
」
と
い
う
こ
と
。

勉
強
を
進
め
る
に
つ
れ
、
カ
フ
ェ
経
営
に
は

入
念
な
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
が
不
可
欠
と
思
い

知
り
ま
し
た
。
特
に
、２
年
次
に
５
人
グ
ル
ー

プ
で
、
親
子
が
集
ま
れ
る
「
子
育
て
カ
フ
ェ
」

の
プ
ラ
ン
を
作
成
し
た
際
に
は
、
損
益
計
算

な
ど
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
苦
労
し
、
カ

フ
ェ
経
営
を
具
体
的
に
考
え
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
３
年
次
で
は
「
シ
ョ
ッ
プ
ビ

ジ
ネ
ス
ユ
ニ
ッ
ト
」
に
進
み
、
よ
り
緻
密
な

プ
ラ
ン
を
練
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
以
前
は
大
学
卒
業
後
す
ぐ
に
開
店
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
し
た
が
、
今
は
、
例
え
ば
食

品
会
社
な
ど
に
就
職
し
て
知
識
を
深
め
、
人

脈
を
作
れ
ば
、
カ
フ
ェ
経
営
に
大
き
な
プ
ラ

ス
に
な
る
こ
と
に
気
付
く
な
ど
、
自
分
の
将

来
を
よ
り
幅
広
く
、
よ
り
具
体
的
に
考
え
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
焦
ら
ず
一
歩
ず

つ
進
み
、
夢
を
実
現
さ
せ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
本
校
は
第
１
志
望
で
は
な
か
っ
た
た
め
、

１
年
次
は
最
低
限
し
か
履
修
せ
ず
、
学
習
に

は
あ
ま
り
意
欲
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
そ
の
姿
勢
が
変
わ
っ
た
き
っ
か
け
は
、
２

年
次
で
履
修
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
を
考
え

る
授
業
で
す
。
こ
の
授
業
で
作
っ
た
プ
ラ
ン

を
基
に
、３
年
次
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
「
大

学
生
は
教
科
書
を
十
分
に
活
用
し
て
い
な
い
」

と
い
う
問
題
意
識
か
ら
、
教
科
書
を
電
子
化

し
て
、
安
価
で
扱
い
や
す
く
、
中
身
も
分
か

り
や
す
く
す
る
こ
と
を
テ
ー
マ
に
し
ま
し
た
。

学
内
外
で
行
わ
れ
る
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
テ
ス
ト

入
賞
を
目
標
に
し
、
開
発
に
没
頭
し
ま
し
た
。

最
も
大
変
だ
っ
た
の
は
、
自
分
が
リ
ー
ダ
ー

と
な
り
、
11
人
の
メ
ン
バ
ー
を
ま
と
め
る
こ

と
。
前
期
は
何
で
も
自
分
１
人
で
や
ろ
う
と

し
て
チ
ー
ム
の
雰
囲
気
が
悪
く
な
り
、
つ
ら

い
思
い
を
し
ま
し
た
。
後
期
は
考
え
を
改
め
、

メ
ン
バ
ー
一
人
ひ
と
り
に
作
業
を
任
せ
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
皆
に
責
任
感
が
芽
生
え
、

研
究
が
ス
ム
ー
ズ
に
な
り
ま
し
た
。
期
日
内

に
完
成
さ
せ
て
皆
で
喜
び
合
っ
た
時
の
達
成

感
は
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
学
内
外
の
ビ
ジ
ネ

ス
コ
ン
テ
ス
ト
で
賞
を
獲
得
で
き
た
こ
と
も

自
信
に
な
り
ま
し
た
。

産
業
能
率
大
経
営
学
部

現
代
ビ
ジ
ネ
ス
学
科
２
年

川
森
こ
と

（
東
京
都
立
晴
海
総
合
高
校
卒
業
）

将
来
の
展
望
が
具
体
的
に
な
り

カ
フ
ェ
経
営
の
夢
に
近
付
い
た

専
修
大
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
情
報
学
部

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
情
報
学
科
３
年

杉
井
里
沙

（
神
奈
川
県
立
光
陵
高
校
卒
業
）

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
し
て
知
っ
た

チ
ー
ム
を
ま
と
め
る
難
し
さ

学 生 V O I C E

ご
意
見
・
ご
感
想
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

◎
今
回
の
内
容
に
関
す
る
ご
感
想
や
ご
意
見
、
今
後
取

り
上
げ
て
ほ
し
い
テ
ー
マ
な
ど
、
編
集
部
に
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。
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